
 

 

 

 

 

 

アフターコロナと「郷中教育」に学ぶ未来への力 

新型コロナウイルス感染症依頼、世の中は大きく変化しました。今、私たちは 5年先、10年先も見通しにく

い時代に生きています。グローバル化、情報化、そして技術革新が猛スピードで進むこの社会で、子供たちは

どんな力をつけなくてはいけないのかは、学校・家庭・地域の共通の課題となっています。 

明治維新の偉人を育てた薩摩の知恵 

変化の時代を生き抜くヒントは、私たちの郷土、薩摩に古くから伝わる教育システムにあると考えていま

す。それが、西郷隆盛や大久保利通をはじめ、明治維新を成し遂げた多くの偉人を輩出した「郷中（ごじゅ

う）教育」です。 

 これは、現在の自治公民館のような小さな集団で、6歳から 25歳までの子供と若者たちが年齢に関係なく、

互いに先生となって学び合う独自の仕組みだったことは、みなさんよくご存じかと思います。 

では、「郷中教育」がいつ頃、どんな理由で始まったかご存じですか？ 

戦国時代、薩摩藩は九州統一を目指して各地で戦争を行っていました。そして、戦争が長引くにつれて、鹿

児島に残された青少年の生活は大きく乱れてきました。 

その時、留守を任されていた、新納忠元（にいろ ただもと）は、子供たちを住んでいる地域をもとに集団を

つくらせ、互いに協力して学び、話し合い、課題を解決し合える組織をつくり、生活の乱れを正していきまし

た。それが、「郷中教育」の始まりだと言われています。 

つまり郷中教育は、「先行きが不透明で社会の秩序が乱れやすい時」に、子供たちを互いに鍛え合い、支え合

う自立した集団に育てるために生まれた、地域ぐるみの子育てシステムだったのです。 

現代に響く三つの大切な教え 

郷中教育で、代々受け継いできた教えが、「負けるな・嘘をつくな・弱いものをいじめるな」です。 

シンプルですが、この教えの意味を考えると、予測不可能な現代社会において、むしろ重要性を増している

のではないかと思えてきます。 

〇 「負けるな」とは、どんな困難でも決して自分に負けずあきらめないこと。仲間と力を合わせ、なりたい自分になれる

よう努力を続けていくこと。現代社会で重要視される、逃げ出さない粘り強さ（グリット）。 

〇 「嘘をつくな」とは、過ちを犯しても言い訳せず、素直に受け入れること。自分の悪いところを認め、他人から認めら

れる誠実な生き方をすること。デジタル社会で求められる高い倫理観とつながる。 

〇 「弱いものをいじめるな」とは、弱い者いじめは最も卑劣で、絶対にやってはいけない。他人の気持ちを想像でき、卑

怯なこと、不正なことをしない、させない勇気を持つこと。現代社会における多様性を尊重し、共に生きるために欠か

せない力。 

 これらは、まさに未来を切り開く子どもたちに必要不可欠な「生きる力」そのものです。 

地域と共に子供を育む 

私たち向陽小学校でも、西郷や大久保のように未来を創る子供を育てるため、この薩摩の教えを大切にし、

「学び合い、鍛え合う」活動を行っていきたいと思っています。 

 子供たちが社会の一員として、自ら考え、地域や家庭と連携しながら課題解決に積極的に関わる姿勢。これ

こそが、アフターコロナの時代を力強く生きていく鍵となります。保護者の皆様、地域の皆様には、今後とも

学校、家庭、地域が「共に育つ」ためのパートナーシップを大切にし、ご協力いただけますよう心よりお願い

申し上げます。 
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 ２日(火)面談スタート 

４日(木)市小学校音楽会 

（代表：４年 3組） 

１０日(水)メディアコント 

ロールデイ 

・人権の日 

１３日(土)土曜授業 

２４日（水)２学期終業式 

    

 ６日(木)研究公開事前準備のため給食後下校 

７日(金)九州地区小学校社会科研究協議会 

８日(土)土曜授業 

９日(日)向陽フェスティバル  

１１日(火)学校自由参観日・芸術鑑賞会 

     学校運営協議会・給食試食会 

１２日(水)メディアコントロールデイ・ 

人権の日 

１８日(火)人権教室 

２６日(水）就学時健康診断のため給食後下校 

【鹿児島市陸上記録会】  

6 年女子 100ｍ走    第 2 位   

6 年女子 4×100 リレー 第１０位 

              
 

【JA 共済作品コンクール】 ４年児童 

        書道の部 【条幅】金賞・【半紙】銀賞 

【南日本新聞「若い目」】  １年児童 

「牛にゅうチャレンジ」             

【南日本新聞「こども五・七・GO」】 

 ４年児童  夏祭り 汗と小ぜにを にぎりしめ 

 ３年児童  炭の上 かがやくサンマ ほこらしげ 

 

【第 36 回伊藤園お～いお茶新俳句大賞】  

佳作特別賞 ４年児童 

  きのこさん いっつも傘を さしてるね  

佳  作 ６年児童 

  朝ごはん イチゴが皿で 踊りだす 
 

【学校給食に関するコンクール】 

ポスター原画優秀賞 ６年児童 

標語優秀賞 4 年児童 
 

【税に関する絵はがきコンクール】 

佳  作     ５年児童 3 名 

学校賞もいただき       

ました！           

  

晴天に恵まれた中、１０月２６日（日）に運動

会を行いました。３人の応援団長の凛とした

「誓いの言葉」をはじめ、かけっこやリレー、表

現運動、伝統芸能等、真剣に取り組む子供た

ちの姿は、かっこよく、素敵でした。また、PTA

執行部や保護者の皆様には多くの御協力をい

ただき、開催を支えていただきました。ありがと

うございました。 

  

10月５日（日）PTA愛校作業を行いました。 

校庭側溝の砂を上げ、正門付近のくぼんだ

部分を埋める作業や校舎内の清掃などに取り

組んでいただきました。校舎内の清掃では、普

段手の届かない部分等を中心に清掃していた

だきました。参加してくださったたくさんの保護

者の皆様、準備企画をしてくださったPTA執行

部の皆様、本当にありがとうございました。 

  

9月 30日（火）、5年生が花とのふれあい事業にて、フラワ

ーアレンジメントにチャレンジしました。お世話になったお花屋

さんには、とても柔らかな雰囲気の中、すてきな時間を企画し

ていただきました。ありがとうございました。子供たちも大変満

足して、嬉しそうにお花を持ち帰っていました。帰宅後もきっと、

すてきな親子の会話が交わされていることと思います。 

 

お花っていいですね。。 

かっこいい係入場 

凛とした各団団長 

お花、いいね！ 


